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自己紹介

河村 真樹夫
出身：千葉県成田市

年齢：４９歳

経歴：法律専門学校卒業後、士業事務所、健康食品の営業、飲食店店⾧、

運送業、切り花の輸入業、ﾁｮｺﾚｰﾄ菓子製造工場と他業種の経験。

かねてから関心が強かったSDGsを推進するため、2025年4月に

株式会社ペンギン村を設立。

SDGsの項目の一つ「住み続けられるまちづくりを」が地方創生で

あると捉え、地域おこし協力隊への参加を決意。

現在：MONJI Colorsという特産品の販路を広げるという任務を受けて、

自社のﾈｯﾄﾜｰｸを活かして通販等による販路拡大に挑戦中。



MONJI Colorsとは <４部会の紹介>
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1,000年以上の歴史を持つ
日本最古の藍染め技術
7月～8月にかけて商品製造
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る中、価値が高まる可能性
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販路を広げるうえでの

課題は？



課題の掘り起こし

●MONJI Colorsの販路を広げるうえでの課題は？

１．地域住民全員が参加しているわけではない

そのため人手不足に陥りやすく、各部会の責任者の負担が大きい。

また、部会ごとに経理が分かれているため、大胆な施策がとれず、その管理も責任者の負担になっている。

２．原価率が高すぎる

商品の加工費や販売店の手数料に加え、現在は考慮していない人件費や運搬費等も含めると、原価

率が非常に高く、思うように利益が得られていない



6

対策として何をすべきか？



対策

●課題に対する効果的な対策は？

１．地域住民全員が参加しているわけではない

MONJI Colorsを儲かる事業として確立して、将来的に「株式会社MONJI」を立ち上げ、地域住民全員が株主

となることで利益が分配される仕組みを作る。

２．原価率が高すぎる

加工費は製造数を増やさないとディスカウントできず、商品化したあとの在庫管理も部会の悩みの種

となっている。そこで、加工せず、原材料として業者や一般消費者に卸す形での販路拡大を狙う。



8

これまでの活動報告１

もんじ米の通販開始

文字地区の米を「もんじ米」として通販を開始。
郵便局の協力を得て運賃を下げることで、消費者に届きやすい仕組みを構築。
→新たにMONJI Colors「White」として事業の一端とする。

MONJI Colorsのイベント参加

藍染め販売

苔フェスティバル

キノコ収穫 ジオパーク特産品
認証式

全国サミット
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これまでの活動報告２

地域のことを深く理解するための活動

個人的な地域活動

渡り鳥のねぐら立ち
【伊豆沼】

神の絨毯
【栗駒山】

地産地消のそば
【永左衛門】

スノーモービル
【深山牧場】
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これからの展望

地域の観光地を中心に動画配信

旧文字小学校の体育館を活用

3月22日毎年恒例のバルーンリリースを開催。
これを皮切りに自社マスコットキャラクターを活用して、観光地を中心に１週間かけてLIVE配信を行う。

3年後の解体がほぼ決まっているが、廃校は需要が高いため、なんとか財産として活かせないかを模索する。

MONJI Colorsの卸先を見つける

藍染め・・・企業案件を招致する
きのこ・・・収穫後即日発送できるように予約販売を受け付ける
苔・・・緑化資材としての卸先を見つける
行者ニンニク・・・パウダーを原料として商品開発してもらう
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ご清聴
ありがとうございました


